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　本研究では，不作為バイアスに影響を与える
要因を，NBAのプレーに対する審判の判定と
その正誤のデータ等を用いて検証したものであ
る。研究結果として，僅差かつ試合終了間際で
判定の正誤が後日検証・公表されるような状況
での，審判がファール判定をすべきであるのに
ファール判定をしないという不作為バイアスの
大きさは全体で 20.5% であることを示した。ま

た，不作為バイアスを発生させる 2つの要因を
実証的に明らかにした。第一は，観客がいるそ
の場で判定の正誤が検証される可能性があると
いう要因（検証回避要因）であり，不作為バイ
アスを 2.1% ポイント大きくしていた。第二は，
観客にその場で見られているという要因（目線
要因）であり，不作為バイアスを 5.9% ポイン
ト大きくしていた。
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